
平成２７事業年度

決 算 報 告 書

自：平成２７年４月 １日

至：平成２８年３月３１日

国立大学法人鹿児島大学



予算額 決算額 差　　額 備　　考

（決算－予算）

収入

15,351 15,806 455 （注１）

3,114 3,096 ▲ 18 （注２）

補助金等収入 640 882 242 （注３）

72 72 -

26,130 27,231 1,101

授業料、入学金及び検定料収入 5,789 5,821 32 （注４）

附属病院収入 19,566 20,511 945 （注５）

財産処分収入 - - -

雑収入 775 899 124 （注６）

2,111 3,164 1,053 （注７）

- 14 14 （注８）

532 532 -

目的積立金取崩 - - -

47,950 50,797 2,847

支出

39,906 41,545 1,638

教育研究経費 20,323 21,083 760 （注９）

診療経費 19,583 20,462 878 （注１０）

3,718 3,701 ▲ 18 （注１１）

補助金等 640 882 242 （注１２）

2,111 2,884 773 （注１３）

1,575 1,554 ▲ 21 （注１４）

- - -

47,950 50,565 2,615

- 232 232

計

業務費

施設整備費

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等

長期借入金償還金

国立大学財務・経営センター施設費納付金

計

収入－支出

長期借入金収入

平成２７年度　決算報告書

国立大学法人鹿児島大学

（単位：百万円）

区　　　分

運営費交付金

施設整備費補助金

国立大学財務・経営センター施設費交付金

自己収入

産学連携等研究収入及び寄附金収入等

引当金取崩



○予算と決算の差異について

（注６）雑収入については、自己収入の獲得に努め、財産貸付料収入等が増収したことにより、予算額に比して決算額が124百万
円多額となっております。

（注７）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、受託研究等の獲得に努めたため、予算額に比して決算額が1,053
百万円多額となっております。

（注８）引当金取崩については、予算段階では計上していなかった退職引当金の取崩しにより、予算額に比して決算額が14百万
円多額となっております。

（注１０）診療経費については、（注５）に示した理由による見合の医療費等の増加及び医療機器整備費の増加等により、予算額
に比して決算額が878百万円多額となっております。

（注１１）施設整備費については、（注２）に示した理由により、予算額に比して決算額が18百万円少額となっております。

（注１２）補助金等については、（注３）に示した理由により受入額が増額したため、予算額に比して決算額が242百万円多額と
なっております。

(注１３)産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、（注７）に示した理由により受入額が増加したこと等により、予算
額に比して決算額が773百万円多額となっております。

(注１４)長期借入金償還金については、借入利率の見直し等により、予算額に比して決算額が21百万円少額となっております。

（注９）教育研究経費については、（注１）、（注４）及び（注６）に示した理由等により、予算額に比して決算額が760百万円多額と
なっております。

（注５）附属病院収入については、新入院患者数の増加、平均在院日数の短縮、手術件数の増加、入院・外来診療単価の上昇
等により、予算額に比して決算額が945百万円多額となっております。

（注１）運営費交付金については、予算段階で予定していなかった前年度からの繰越金(26百万円)、特別運営費交付金等の追
加措置(429百万円)により、予算額に比して決算が455百万円多額となっております。

（注２）施設整備費補助金については、耐震対策事業、災害復旧事業等の計画変更により、予算額に比して決算額が18百万円
少額となっております。

（注３）補助金等収入については、予算段階では予定していなかった補助金等の獲得に努めたため、予算額に比して決算額が
242百万円多額となっております。

（注４）授業料、入学金及び検定料収入については、授業料及び入学料の増収、検定料の減収により、予算額に比して決算額
が32百万円多額となっております。


